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コメント

令和5年度指定管理者モニタリング外部評価結果

・地域を盛り上げるよう職員が尽力されている。職員数をもう少し増やしてもよいのではと思う。
・学びの場を通して地域の交流の場となっている。健康づくりのイベントなど仲間づくりの場として
活用されている。
・収支についても収入・利用者数ともに増加がみられ、今後も期待できる。
・職員は３名体制になるよう検討が望ましい。
・適正に運営されている。
・協定書に修繕費の件数上限がないのはやや問題がある。
・利用料金は市内と市外の方で価格差を設ける検討をすべきである。

関市桜ヶ丘ふれあいセンター

優れている



施 　設 　名 関市桜ケ丘ふれあいセンター

所   　　　在 関市鋳物師屋5丁目2番30号

指定管理者 桜ケ丘ふれあいのまちづく り推進委員会

担 当 部 署 協働推進部　市民協働課

指 定 期 間 令和3年4月1日～令和8年3月31日

総 合 評 価

指定管理者としての管理運営は問題なく行われており、引き続き良好な管理運営をお願い
したい。

繰越金が適正な範囲であり、十分な活動が行われている。

合目的性・公平性・効果性（施設の目的との合致、市民の平等利用の確保、施設の効用発揮）

機能性・独創性（事業への具体的な取り組み方）

責任性・実効性（施設の運営体制・組織）

安定性・安全性（管理の安定性と安全管理、緊急時等での対応）

社会性・貢献性（市や地域への貢献、環境への配慮等）

効率性・経済性（経費の縮減と収入の増加対策）

令和４年度 指定管理者モニタリング結果票

経営の健全性

課題・業務改善への考え方

利用者と連絡を密にし、事前に説明などを行っており、良好な管理運営が図られている。
今後も地域住民の交流の場を提供し、地域に密着したコミュニティ活動の拠点施設として
の取り組みを図られたい。

主に桜ケ丘地域の住民に利用されており、桜ケ丘地域の拠点施設として地域のコミュニ
ティ活動及び地域の発展に大いに寄与しているものと考える。また、桜ケ丘地域の活性化
のために、努力されている。

子どもフラワーデザインスクールなど学習活動で連続した講座が行われている。人気のあ
る特徴的な取り組みとして、託児付きパンづく り教室が行われている。

パート等の職員を２名雇用し、必要十分な職員体制で業務を行っているが、コロナ禍にお
いて、片方の職員が諸事情により、長期間休暇した際に、もう片方の職員が休まないとい
けない状況になったため、職員体制の検討が必要である。

必要な保守点検業務を実施しており、施設の安全管理に努めている。緊急時の連絡体制を
整備し、訓練も定期的に行っている。コロナ禍においても、コロナ対策がしっかりできて
いた。

地域委員会の活動や地域のサークル、教室への貸館業務を通して市や地域に貢献している
と考える。また、地域住民の活性化のために、創意工夫が見受けられる。環境面として
は、利用者に省エネを呼び掛けている。

コロナが終息し、コロナ前の利用者が戻りつつあり、収入が増加傾向にある。また、予約
システムの導入により、幅広い地域からの利用があるが、燃料費の値上げに伴う電気代高
騰のため大幅に電気代が高騰している。



施 　設 　名

指定管理者

担 当 部 署

収入額（円）

うち市からの指定管理料（円）

他の主な収入内容

使用料の受入先 〇

○（どちらかに ）

支出額（円）

主な支出内容

差引（円）

損益の処理方法 〇

○（どちらかに ）

職員数（人）

内パート等の人数（人）

令和2年度 令和3年度 令和4年度

過去3か年の運営状況

関市桜ヶ丘ふれあいセンター

桜ヶ丘ふれあいのまちづく り推進委員会

市民協働課

市

利用者数（人） 6,970 9,767 10,418

収入

5,283,772 5,853,187 6,264,918

4,528,000 4,570,000 4,678,000

510,960 722,145 734,470

指定管理者

支出
4,966,540 5,191,551 5,621,145

維持管理経費 維持管理経費 維持管理経費

差引

317,232 661,636 643,773

指定管理者

その他（具体的に） （　　　　　　　　　　　　　　　　　）

職員数
2 2 2

2 2 2


